
今月の主な内容

●男女共同参画推進行動プラン…4 ●保育所・幼稚園児の募集…5 ●タウントピックス…8 ●タウンインフォメーション…12

面　積／150.44�
市　木／カシ
市　花／サルビア

▲ハイキングで国際交流
1 0月2 7日（土）、ジュニアリーダー教室では外国人6名と一緒に播磨下里駅から古法華自然公園までのハイキングを楽

しみました。

女性議会を開催（2～3ページ）
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特特　　集集
女性議会
を開催

女
性
議
会
を
開
催
!

│

活
発
な　
意
見　
や
鋭　
い　
質
問
│　

本会議さながらに行われた女性議会

質
問

男
女
共
同
参
画
社
会　
の　
実

現　
に　
向　
け　
て　
の　
取
り
組　
み　

は　
？

西
脇
　
幸
美
さ
ん
（
玉
野
）

答
弁

市
長

男
女
と
も
個
人
の
尊
厳
が
重
ん

じ
ら
れ
、
性
別
に
よ
る
差
別
が
な

く
、
個
人
の
能
力
が
発
揮
で
き
、

誰
も
が
誇
り
を
も
て
る
社
会
を
目

指
し
、「
男
女
共
同
参
画
審
議
会
」

を
設
置
し
て
「
男
女
共
同
参
画
行

動
プ
ラ
ン
」
を
策
定
中
で
す
。（
４

ペ
ー
ジ
参
照
）

質
問

文
化　
ホ　
ー　
ル　
の　
預　
か　
り
保
育　

コ　
ー　
ナ　
ー　
の　
設
置　
に　
つ　
い　
て

釜
坂
佐
恵
子
さ
ん
（
上
若
井
）

「
文
化
ホ
ー
ル
の
催
し
に
参
加
し

た
い
が
、
身
体
の
不
自
由
な
子
ど

も
を
連
れ
て
参
加
し
づ
ら
い
」
と

の
声
を
聞
き
ま
す
。
文
化
ホ
ー
ル

の
一
角
に
預
か
り
保
育
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
弁

企
画
総
務
部
長

預
か
り
保
育
コ
ー
ナ
ー
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
文
化
ホ
ー

ル
の
一
角
に
は
ス
ペ
ー
ス
的
に
無

理
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
側
の
３
階
遊
戯
室
や
２
階
和

室
の
利
用
を
主
催
者
側
に
勧
め
て

い
き
ま
す
。

質
問

公
共
工
事　
の　
あ
り
方　
に　
つ　

い　
て

藤
原
　
典
子
さ
ん
（
横
尾
）

①
１
年
間
を
通
じ
、
同
じ
路
線
を

何
回
も
掘
り
起
こ
し
て
、
舗
装
を

繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
間
の

予
定
を
た
て
て
同
時
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

答
弁

都
市
整
備
部
長

同
じ
道
路
で
掘
削
を
繰
り
返
す

こ
と
は
、
交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ

す
と
と
も
に
、
財
政
的
に
も
無
駄

な
こ
と
で
す
。

こ
の
た
め
、
道
路
工
事
と
地
下

埋
設
工
事
を
同
時
期
に
行
う
よ
う
、

県
・
市
道
の
道
路
工
事
計
画
と
上

下
水
道
や
関
西
電
力
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な

ど
の
地
下
埋
設
管
の
工
事
計
画
を

調
整
す
る
道
路
占
用
調
整
会
議
を

定
期
的
に
開
催
し
、
同
じ
箇
所
で

の
道
路
の
掘
削
や
舗
装
を
繰
り
返

し
行
う
こ
と
が
な
い
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

②
善
防
公
民
館
横
の
池
の
護
岸
工

事
で
す
が
、
約
１
０
０
ｍ
だ
け
立

派
な
遊
歩
道
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
あ
の
工
事
が
必
要
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？

10
月
30
日

（火）
、
加
西
市
議
会
本
会
議
場
で
、
加
西
市
連
合
婦
人
会

（
山
本
賀
代
子
会
長
）
に
よ
る
女
性
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
見

忍
市
議
会
議
長
を

″　議
長
″
に
迎
え
、
柏
原
市
長
を
は
じ
め
市
幹
部
が

質
問
に
答
え
る
と
い
う
本
会
議
さ
な
が
ら
の
議
会
で
は
、
女
性
議
員

に
よ
る
鋭
い
質
問
が
数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
質
疑
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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答
弁

地
域
振
興
部
長

た
め
池
改
修
は
本
来
老
朽
化
に

よ
る
決
壊
及
び
漏
水
防
止
の
為
に

行
い
ま
す
。
し
か
し
近
年
、
機
能

回
復
だ
け
で
な
く
、
環
境
面
に
も

配
慮
し
た
改
修
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
指

摘
の
王
子
皿
池
は
、
善
防
公
民
館
、

善
防
中
学
校
、
古
法
華
自
然
公
園

の
そ
ば
に
あ
る
こ
と
か
ら
多
く
の

方
々
が
訪
れ
ま
す
。
た
め
池
改
修

工
事
は
完
了
し
ま
し
た
が
、
た
め

池
利
活
用
、
親
水
公
園
は
14
年
度

に
完
成
す
る
予
定
で
、
み
な
さ
ん

に
親
し
ま
れ
、
多
く
の
方
が
訪
れ

る
公
園
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。市

内
全
て
の
た
め
池
を
こ
の
よ

う
に
整
備
す
る
の
で
は
な
く
、
健

康
福
祉
会
館
隣
の
新
田
池
、
史
跡

公
園
隣
の
長
倉
池
等
、
市
民
の
み

な
さ
ん
が
集
ま
る
施
設
周
辺
の
た

め
池
を
対
象
に
、
国
県
の
補
助
を

受
け
な
が
ら
親
水
整
備
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

質
問

ご
み
収
集
に
つ
い
て

小
谷
ち
さ
子
さ
ん
（
鎮
岩
）

現
在
、
市
街
地
で
は
週
２
回
、

そ
の
他
の
地
域
で
は
週
１
回
、「
燃

え
る
ゴ
ミ
の
日
」
が
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ご
み
の
焼
却
も
禁
止
さ

れ
、
夏
場
に
は
衛
生
的
に
も
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
。
市
内
全
域
を
平
等

に
収
集
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

答
弁

地
域
振
興
部
長

生
ご
み
等
は
コ
ン
ポ
ス
ト
等
を

利
用
し
て
再
資
源
化
す
る
こ
と
に

よ
り
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一
方
で
、
４
月
か
ら
野
焼
き
が

直
罰
と
な
り
、
ご
み
の
量
が
増
え

て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
議
会
で

も
全
市
２
回
収
集
の
議
論
も
高
ま

っ
て
お
り
ま
す
。
収
集
量
や
体
制

を
考
え
、
ご
み
減
量
化
対
策
委
員

会
で
も
協
議
い
た
だ
き
検
討
し
ま

す
。

質
問

不
法
投
棄　
へ　
の　
市　
の　
取
り

組　
み

高
見
美
紀
代
さ
ん
（
野
上
）

市
内
各
地
で
不
法
投
棄
を
目
に

し
ま
す
。
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た

「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
も
あ
り
、

家
電
製
品
の
不
法
投
棄
は
増
え
続

け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
近
隣
市
で

は
巡
視
員
制
度
を
導
入
し
た
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
市
の
取
り
組

み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
弁

地
域
振
興
部
長

家
電
４
品
目
だ
け
で
な
く
、
そ

の
他
の
廃
棄
物
も
含
め
、
不
法
投

棄
件
数
は
増
加
し
て
お
り
、
市
民

か
ら
の
通
報
に
よ
る
職
員
の
出
動

件
数
も
20
件
に
達
し
て
い
ま
す
。

こ
の
不
法
投
棄
を
防
止
す
る
た

め
、
巡
視
員
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
は
効
果
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

現
状
で
は
職
員
数
の
関
係
で
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
地
元
の
み
な
さ
ん

の
通
報
等
に
よ
る
ご
協
力
に
加
え
、

警
察
・
郵
便
局
と
の
連
携
を
図
る

こ
と
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
に
「
不
法
投

棄
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」
と
い

う
強
い
意
志
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
啓
発
活
動
に
努
め
ま
す
。

質
問

市
営
葬
儀
会
館　
の　
建
設　
に　

つ　
い　
て

篠
倉
ち
ひ
ろ
さ
ん
（
上
道
山
）

マ
ン
シ
ョ
ン
等
に
お
住
ま
い
の

方
の
場
合
、
葬
儀
場
所
の
確
保
が

困
難
と
聞
き
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
の
み
の
世
帯
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
市
営
葬
儀
会
館
の
建
設
を
お

願
い
し
ま
す
。

答
弁

地
域
振
興
部
長

近
隣
で
は
姫
路
市
を
除
い
て
、

民
間
が
葬
儀
会
館
を
建
設
経
営
し

て
い
ま
す
。
市
内
に
は
ご
近
所
で

助
け
合
い
な
が
ら
葬
儀
を
家
で
行

う
風
習
も
あ
り
、
財
政
状
況
か
ら

も
、
建
設
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

質
問

玉
丘
史
跡
公
園
構
想　
に　
つ　

い　
て

松
尾
　
珠
代
さ
ん
（
別
府
中
）

凍
結
に
な
っ
て
い
る
「
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
」
や
「
歴
史
博
物

館
」
の
建
設
は
い
つ
ご
ろ
に
な
り

ま
す
か
。

答
弁

教
育
長

ご
指
摘
の
両
施
設
は
市
議
会
よ

り
建
設
を
凍
結
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

市
内
外
に
分
散
保
管
し
て
い
る
埋

蔵
文
化
財
の
集
中
管
理
の
た
め
に

も
、
国
庫
補
助
事
業
で
あ
る
、「
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
に

向
け
て
力
を
注
ぎ
ま
す
。

質
問

加
西
病
院　
へ　
の　
「
通
院
予

約
制
」　
の　
導
入　
に　
つ　
い　
て

山
本
朋
子
さ
ん
（
田
谷
）

長
期
に
渡
っ
て
通
院
が
必
要
な

場
合
は
、
予
約
制
の
導
入
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。

答
弁

病
院
事
務
局
長

加
西
病
院
で
は
従
来
の
予
約
診

制
度
を
６
月
よ
り
、
総
合
と
専
門

に
診
療
体
制
を
分
け
、
患
者
さ
ん

の
疾
患
に
応
じ
た
予
約
体
制
を
と

っ
て
い
ま
す
。
専
門
的
な
治
療
の

場
合
、
医
師
等
に
相
談
の
上
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

質
問

在
田
会
館　
の　
建
設　
に　
つ　
い　

て

山
下
英
代
さ
ん
（
北
）

在
田
校
区
の
交
流
拠
点
と
な
る

会
館
の
建
設
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
弁

企
画
総
務
部
長

校
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
と
し
て
は
、
賀
茂
会
館
や
富
田

会
館
を
建
設
し
て
き
ま
し
た
。
最

終
的
に
は
各
校
区
に
建
設
す
る
の

が
目
標
で
す
が
、
既
存
施
設
と
の

兼
ね
合
い
や
財
政
状
況
を
考
慮
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

傍聴席からの発言も



4

加
西
市
で
は
、
女
性
が
生
涯
働

く
こ
と
の
で
き
る
環
境
の
整
備
、

女
性
の
地
位
向
上
に
向
け
て
の
学

習
等
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
実
施
し
た
意
識

調
査
に
よ
る
と
、「
男
は
仕
事
、
女

は
家
庭
を
守
る
」
と
い
っ
た
性
別

役
割
分
担
意
識
に
つ
い
て
、
男
性

は
肯
定
的
、
女
性
は
否
定
的
な
考

え
方
を
示
し
、
現
実
に
は
、
日
常

的
な
家
事
負
担
等
は
90
％
以
上
が

女
性
に
偏
っ
て
い
る
実
態
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
や
能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
、

調
和
の
と
れ
た
男
女
共
同
参
画
の

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
加
西

市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
で
は
、

「
加
西
市
男
女
共
同
参
画
推
進
行
動

プ
ラ
ン
」
の
作
成
に
向
け
て
、
そ

の
基
本
的
な
方
向
や
盛
り
込
む
べ

き
内
容
な
ど
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
、
中
間
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
プ
ラ
ン
を
よ
り
よ
い
も
の

に
す
る
た
め
、
中
間
と
り
ま
と
め

に
つ
い
て
、
広
く
市
民
の
み
な
さ

ま
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

男
女
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成

員
と
し
て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ

て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け

る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保

さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政

治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文

化
的
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で

き
、
か
つ
、
共
に
責
任
を
担
う
べ

き
社
会
を
言
い
ま
す
。（
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
）

◆
人
権
の
尊
重
に
配
慮
し
た
男
女

平
等
意
識
の
確
立

◆
男
女
が
と
も
に
豊
か
に
働
け
る

社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築

◆
心
豊
か
な
生
活
・
福
祉
環
境
が

保
障
さ
れ
る
平
等
社
会
の
確
立

◆
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
成
熟
し

た
民
主
主
義
社
会
の
促
進

基
本
理
念

男
女
共
同
参
画

社
会
と
は

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
課
題

と
、
施
策
の
方
向
を
次
の
よ
う
に

定
め
ま
し
た
。

男
女
平
等
へ
の
意
識
改
革

・
性
別
役
割
分
担
意
識
の
解
消
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
に
向
け
て

の
啓
発

・
男
女
共
同
参
画
に
向
け
て
の
慣

行
等
の
見
直
し

・
男
女
の
平
等
を
推
進
す
る
学
校

教
育
の
充
実

・
生
涯
学
習
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
学
習
の
充
実

・
政
策
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性

の
参
画
の
推
進

男
女
が
と
も
に
豊
か
に
働
け
る
社

会
の
形
成

・
職
場
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な

機
会
・
待
遇
の
確
立

・
多
様
な
就
労
形
態
を
可
能
に
す

る
条
件
整
備
の
推
進

・
農
業
・
商
工
業
等
自
営
業
に
お

け
る
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

の
推
進

男
女
が
と
も
に
築
く
家
庭
生
活
・

地
域
生
活
の
実
現

・
家
庭
・
地
域
生
活
へ
の
男
女
共

同
参
画
の
促
進

４
つ
の
課
題
と

施
策

・
家
庭
・
地
域
生
活
へ
の
男
女
共

同
参
画
に
向
け
て
の
支
援
体
制

の
強
化

生
涯
に
わ
た
る
生
活
・
健
康
・
福

祉
環
境
の
整
備

・
女
性
の
心
身
の
健
康
の
保
持
・

増
進
に
向
け
て
の
支
援
の
推
進

・
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶

・
男
女
が
と
も
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
生
活
環
境
の
整
備

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の

た
め
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
施
策
は
広
い
範
囲
に
わ
た
り
、

内
容
も
多
様
で
す
。
こ
の
た
め
、

計
画　
の　
推
進　
に　
あ　
た　
っ　
て　
は　
、　
行
政　
や　

事
業
所
、　
団
体
、　
グ　
ル　
ー　
プ　
な　
ど　
が　
、　

互　
い　
に　
連
携　
し　
つ　
つ　
、　
さ　
ま　
ざ　
ま　
な　
分

野　
か　
ら　
の　
取　
り
組　
み　
が　
必
要　
で　
す
。

ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー

ル
な
ど
で
、
12
月
15
日

（土）
ま
で
に
、

市
民
参
画
推
進
室
（
〒
６
７
５
│
２

３
９
５
加
西
市
役
所
　
�
�
１
８

０
０
　

）
ま
で
み
な
さ
ま
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

意
見
・
提
案
の
募
集

行
政
・
事
業
所
・

団
体
が
連
携
し
て

あ
な
た　
の　
ご
意
見　
ご
提
案
を
!

│
男
女
共
同
参
画
推
進
行
動　
プ　
ラ　
ン　
を　
策
定
中
│

「
２
０
Ｘ
Ｘ
年
加
西
市
で
は
、
市
議
会
議
員
、
区
長
さ
ん
、
市
役
所

管
理
職
、
各
種
団
体
の
長
等
の
半
数
を
女
性
が
占
め
て
い
る
。」
一
日

も
早
く
こ
ん
な
日
が
来
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
…
…

審議会では活発な意見の交換が行われています
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保
育
所　
・　
幼
稚
園
の

入
所　
・　
入
園
者
募
集

民
生
委
員
の
証
明
が
必
要
で
す
が
、

今
年
、
民
生
委
員
が
改
選
さ
れ
ま

す
の
で
、
12
月
１
日
以
降
は
、
新

し
い
民
生
委
員
に
証
明
し
て
も
ら

っ
て
く
だ
さ
い
。

※
給
与
所
得
者
の
源
泉
徴
収
票
は

来
年
２
月
18
日

（月）
ま
で
に
社
会
福

祉
課
又
は
各
保
育
所
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

�
問
合
先

各
保
育
所
及
び
社
会

福
祉
課
（
電
話
42
│
８
７
２
６
）

来
年
４
月
１
日
か
ら
加
西
市
立

来
年
４
月
１
日
か
ら
保
育
所

（
園
）
入
所
を
希
望
す
る
児
童
を
対

象
に
、
申
込
の
受
付
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
の
で
、
入
所
を
希
望

さ
れ
る
保
育
所
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。（
二
人
以
上
の
児
童
が
同

時
に
入
所
の
場
合
は
一
人
ず
つ
）
申

込
用
紙
は
各
保
育
所
及
び
社
会
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
。

指
定
日　
に　
来　
ら　
れ　
な　
い　
方　
は　
、　
12

月
13
日

（　木　）　
か　
ら　
20
日

（　木　）　
の　
間　
に　
社
会

福
祉
課　
へ　
申　
し　
込　
ん　
で　
く　
だ　
さ　
い　
。　

※
な
お
、
13
年
度
入
所
申
込
書
で
、

保
育
の
実
施
を
14
年
度
以
降
も
希

望
さ
れ
た
方
は
、
申
込
み
が
省
略

さ
れ
ま
す
。（
詳
し
く
は
各
保
育
所

及
び
社
会
福
祉
課
ま
で
）

�
保
育
料

一
律
で
は
な
く
、
児
童
の
属
す

る
世
帯
員
（
父
母
及
び
生
計
を
主

宰
す
る
祖
父
母
）
の
平
成
13
年
分

の
所
得
税
額
及
び
13
年
度
市
民
税

額
で
決
定
し
ま
す
。

�
保
育　
の　
実
施
期
間

小
学
校
就
学
始
期
ま
で
の
保
育

に
欠
け
る
と
見
込
ま
れ
る
期
間

�
入
所
申
込　
に　
必
要　
な　
も　
の　

①
入
所
申
込
書

②
印
鑑

③
勤
務
・
内
職
証
明
書
、
保
育
に

欠
け
る
申
立
書

④
入
所
申
込
児
童
家
庭
調
査
表

な
お
保
育
に
欠
け
る
申
立
書
は
、

保
育
所　
・　
幼
稚
園
の

入
所　
・　
入
園
者
募
集

保
育
所　
・　
幼
稚
園
の

入
所　
・　
入
園
者
募
集

保
育
所　
・　
幼
稚
園
の

入
所　
・　
入
園
者
募
集

保
育
所　
・　
幼
稚
園
の

入
所　
・　
入
園
者
募
集

保
育
所　
・　
幼
稚
園
の

入
所　
・　
入
園
者
募
集

保
育
所　
・　
幼
稚
園
の

入
所　
・　
入
園
者
募
集

保
育
所　
・　
幼
稚
園
の

入
所　
・　
入
園
者
募
集

保
育
所　
・　
幼
稚
園
の

入
所　
・　
入
園
者
募
集

保
育
所　
・　
幼
稚
園
の

入
所　
・　
入
園
者
募
集

保
育
所　
・　
幼
稚
園
の

入
所　
・　
入
園
者
募
集

保
育
所　
・　
幼
稚
園
の

入
所　
・　
入
園
者
募
集

保
育
所　
・　
幼
稚
園
の

入
所　
・　
入
園
者
募
集

保
育
所　
・　
幼
稚
園
の

入
所　
・　
入
園
者
募
集

保
育
所　
・　
幼
稚
園
の

入
所　
・　
入
園
者
募
集

保
育
所　
・　
幼
稚
園
の

入
所　
・　
入
園
者
募
集

保
育
所　
・　
幼
稚
園
の

入
所　
・　
入
園
者
募
集

保
育
所　
・　
幼
稚
園
の

入
所　
・　
入
園
者
募
集

保
育
所　
・　
幼
稚
園
の

入
所　
・　
入
園
者
募
集

保
育
所　
・　
幼
稚
園
の

入
所　
・　
入
園
者
募
集

保
育
所　
・　
幼
稚
園
の

入
所　
・　
入
園
者
募
集

保
育
所　
・　
幼
稚
園
の

入
所　
・　
入
園
者
募
集

保
育
所
入
所

幼
稚
園
入
園

★ 保育所入所申込受付日程 ★

12
／
12

（水）

北

条

保

育

園

賀

茂

保

育

所

12
／
11

（火）

多

聞

保

育

園

善

防

保

育

所

12
／
10

（月）

富

田

保

育

所

12
／
7

（金）

北
条
西
保
育
所

北
条
南
保
育
所

12
／
6

（木）

日

吉

保

育

園

宇

仁

保

育

園

12
／
5

（水）

泉
第
一
保
育
所

泉
第
三
保
育
所

12
／
4

（火）

別

府

保

育

園

白

竜

保

育

園

12
／
3

（月）

月
　
日

九

会

保

育

園

午
前
9
時

〜
午
前
11
時

午
後
2
時

〜
午
後
4
時

受
　
付
　
場
　
所

田

原

保

育

園

日　時 12月2日（日）10時～12時

場　所 市役所1階多目的ホール

出席者 市長・助役・教育長・市民福祉

部長・その他市担当職員

0歳～5歳児の保護者ならどな

たでも（先着100名）

※当日はお子さんを遊ばせておく部屋を

確保しています。

主　催 加西の幼保を考える会

問合先 学校教育課内幼保審議会事務局

（電話42-8771）

在宅児・保育園児・幼稚園児の
保護者のみなさん!

加西市の幼稚園と保育園のあり方
について話しませんか

行政の今後の方向性を聞いて、
保護者の思いを語ってください。

幼
稚
園
に
入
園
を
希
望
す
る
方
を

対
象
に
、
入
園
願
書
の
受
付
を
行

い
ま
す
。
願
書
は
11
月
20
日
付
け

で
保
護
者
に
送
付
し
ま
す
。

�
入
園
資
格

市
内
に
住
所
の
あ

る
５
歳
児　
（
平
成　
８　
年　
４　
月　
２　
日　
〜　

９　
年　
４　
月　
１　
日　
の　
間　
に　
生　
ま　
れ　
た　
方
）　

�
入
園
料

６，　
０
０
０
円　

�
保
育
料

５，　
７
０
０
円　

�
申
込　
に　
必
要　
な　
も　
の

願
書
、　
印
鑑

�
申
込　
み

12
月
３
日

（月）
〜
５
日

（水）
の
午
後
３
時
〜
５
時
に
直
接
入

園
を
希
望
す
る
園
へ

�
問
合
先

各
幼
稚
園　
及
び
学
校

教
育
課
（
電
話
42
│
８
７
７
１
）
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１．募集対象 兵庫県内にお住まいの20歳以上の方

２．前提知識 特に必要ありません。

３．内　　容 ・パソコンの基本操作　・文書作成　・インターネット利用　・電子メールの送受信

４．受 講 料 無料（テキストを持ち帰る場合はテキスト代1,000円が必要です。）

５．講習時間 1コース12時間（3時間×4回） ※必ず同一コース内で４回継続して受講してください。

６．日時・場所 下記の募集コース一覧表をご覧ください

７．定　　員 各コースとも20名

８．申込方法 ※すでに一度受講された方の申し込みはご遠慮ください。

（1）各コース初回開催日の10日前までにコース番号（第3希望まで）

・氏名・住所・年齢・電話番号等を下記申込先に電話又はFAXで。（先着順）

（2）FAXでのお申込は仮受付です。必ず翌日以降1週間以内に電話でご確認ください。

（FAXによる申込みは1名様につき1枚でお送りください。）

（3）先着順で受付け、受講いただける方には、開催日の1週間前までに受講案内を送付します。

申込先・問い合わせ先 加西インターネット講習予約センター
電話49－9550 FAX49－9551

（受付時間は土・日・休日を除く平日8：30～12：00 13：00～17：15です）

※市民インターネット講習は、今回の募集が最終となります。

コース番号

63 毎 木 曜 夜 1月 10（木）夜 17（木）夜 24（木）夜 31（木）夜 北部公民館

64 毎土曜午前 1～2月 12（土）午前 19（土）午前 26（土）午前 2／2（土）午前 善防公民館

65 毎 木 曜 夜 2月 7（木）夜 14（木）夜 21（木）夜 28（木）夜 善防公民館

66 毎土曜午前 2～3月 9（土）午前 16（土）午前 23（土）午前 3／2（土）午前 北部公民館

67 毎 木 曜 夜 3月 7（木）夜 14（木）夜 21（木）夜 28（木）夜 北部公民館

68 毎土曜午前 3月 9（土）午前 16（土）午前 23（土）午前 30（土）午前 善防公民館

タイプ 月
開 催 日 ・ 時 間 帯

第1回目 第2回目 第3回目 第4回目
場　所

※都合により日時・場所を変更することがあります。また、参加人数が定員を大きく下回るなど、やむなく開催を中止する場合があります。

【募集コース一覧表】 （講習時間帯）午前9：00～12：00 夜6：30～9：30

11月21日（水）受付開始

農
林
水
産
大
臣
賞

●
前
川
　
和
市
（
下
宮
木
）

◆
松
原
　
正
治
（
八
千
代
町
）

兵
庫
県
知
事
賞

●
森
本
　
博
昭
（
江
ノ
木
）

◆
青
山
　
幸
男
（
殿
原
）

加
西
市
長
賞

●
岩
見
　
篤
郎
（
豊
倉
町
）

●
高
橋
　
良
一
（
乙
和
泉
）

◆
丸
山
　
卓
雄
（
殿
原
）

◆
豊
田
　
成
己
（
古
坂
１
丁
目
）

兵
庫
県
議
会
議
員
賞

●
篠
倉
　
信
夫
（
下
若
井
）

◆
井
上
　
隆
文
（
玉
丘
）

加
西
市
議
会
議
長
賞

●
柴
田
　
亀
市
（
常
吉
）

◆
幸
田
　
輝
雄
（
網
引
）

加
西
市
教
育
長
賞

●
富
合
小
学
校

◆
内
藤
　
逸
司
（
河
内
）

（
財
）
兵
庫
県
園
芸
・
公
園
協
会

理
事
長
賞

●
垣
内
　
俊
弘
（
谷
）

◆
坂
本
三
喜
雄
（
島
）

兵
庫
県
菊
花
連
合
会
長
賞

●
大
西
　
豊
明
（
栗
田
）

兵
庫
県
観
光
連
盟
会
長
賞

●
常
吉
町
老
人
会

◆
松
原
　
政
行
（
香
寺
町
）

加
西
市
観
光
協
会
長
賞

●
竹
内
　
　
馨
（
乙
和
泉
）

◆
松
末
　
　
守
（
別
府
甲
）

産
経
新
聞
社
賞

●
北
川
　
茂
雄
（
笠
屋
）

◆
織
田
　
寛
市
（
島
）

加
西
商
工
会
議
所
会
頭
賞

●
西
田
　
早
雄
（
下
宮
木
）

◆
織
部
　
利
秋
（
島
）

三
洋
電
機
株
式
会
社
賞

◆
鈴
木
　
　
誠
（
福
崎
町
）

神
姫
バ
ス
株
式
会
社
賞

◆
古
元
　
清
士
（
下
宮
木
）

加
西
市
農
業
協
同
組
合
賞

◆
松
本
　
岩
男
（
宮
前
）

加
西
市
花
と
緑
の
協
会
長
賞

●
加
西
養
護
学
校

◆
大
西
　
啓
之
（
西
南
）

加
西
菊
花
同
好
会
長
賞

●
北
条
小
学
校

加
西
盆
栽
研
究
会
長
賞

◆
織
田
　
素
之
（
島
）

力力
作　作　
が　が　
加加
西　西　
の　の　
秋秋
を　を　
彩　彩　
るる

菊
花　
・　
盆
栽
展

第35回10
月
31
日

（水）
、第
35
回
加
西
市
菊
花
・
盆
栽
展　
の　
審
査
会　
が　
行　
わ　
れ　
、　

各
賞　
の　
受
賞
者　
が　
決
定　
し　
ま　
し
た　
。　
受
賞
者　
は　
次　
の
と　
お　
り　
で　
す　
。

（
敬
称
略
）

●
＝
菊
花
　
◆
＝
盆
栽
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去
る
10
月
21
日

（日）
、
障
害
者
交

流
会
「
い
も
ほ
り
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
お
天
気
で
し
た
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
含
め
、
30

名
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

小
雨
の
降
る
中
で
の
い
も
ほ
り

は
、
な
に
も
か
も
が
ド
ロ
ド
ロ
で

本
当
に
大
変
で
し
た
。
そ
ん
な
こ

と
に
も
め
げ
ず
、
大
量
の
お
い
も

を
掘
り
出
し
、
み
な
さ
ん
満
足
顔

で
し
た
。

掘
り
た
て
の
お
い
も
を
使
っ
て

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
、
格
別
で
し

た
よ
。
大
勢
で
わ
い
わ
い
と
楽
し

く
食
べ
る
と
本
当
に
お
い
し
い
も

の
で
す
ね
。

千
ノ
倉
い
も
ほ
り
園
で
の
交
流

会
も
今
年
で
７
回
目
と
な
り
ま
し

た
。
雨
の
中
で
の
交
流
会
も
、
よ

い
思
い
出
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

加
西　
で　
生　
ま　
れ　
加
西　
か　
ら　
広　
が　
る　
日
本　
の　
新　
し　
い　
文
芸

型　
に　
と　
ら　
わ　
れ　
ず
自
由　
に　
心　
の　
ま　
ま　
を　
表
現　
す　
る

・
外
出
す
る
と
き
や
寝
る
と
き
は

完
全
に
消
火
し
た
こ
と
を
確
か

め
る
。

・
灯
油
は
火
気
の
近
く
で
は
絶
対

に
取
り
扱
わ
な
い
。

・
給
油
す
る
と
き
は
灯
油
で
あ
る

こ
と
を
確
か
め
る
。

電
気
機
器

・
電
熱
器
（
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ

な
ど
）
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

・
使
い
終
わ
っ
た
ら
、
必
ず
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
き
、

決
め
た
と
こ
ろ
に
片
付
け
る
習

慣
を
つ
け
る
。

・
ひ
と
つ
の
コ
ン
セ
ン
ト
や
ソ
ケ

ッ
ト
か
ら
い
く
つ
も
の
電
気
機

器
を
同
時
に
使
わ
な
い
。

・
電
気
を
使
っ
て
な
い
の
に
メ
ー

タ
ー
が
回
っ
た
り
、
ブ
レ
ー
カ

ー
が
時
々
切
れ
た
り
す
る
と
き

は
、
す
ぐ
電
気
店
に
相
談
す
る
。

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
４
日

曜
日
（
午
前
九
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
は
、
第
４
日
曜
日

以
外
の
日
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
時
間
・
場
所
等
は
消
防
本
部

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
を
受

講
し
て
か
ら
３
年
を
経
過
さ
れ
た

方
は
、
救
命
技
能
を
維
持
向
上
す

る
た
め
に
、
再
講
習
を
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

も
し
も
の
時
の
た
め
に
、
一
家

に
一
人
は
応
急
手
当
を
覚
え
ま
し

ょ
う
。

問
合
先
　
加
西
市
消
防
本
部　
（
電

話
42
│
０　
１　
１　
９　
）　
警
防
課
救
急
係　

ま　
で　
。　

☆　
ハ　
ー　
ト　
to
ハ　
ー　
ト　
講
習
会

9
月　
の　
受
講
者

〔
新
規
受
講
者
　
　
　
　
　
12
名
〕　

▽　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

連
絡
会

９
名

▽
一
般
受
講
者

３
名

佐
藤
美
代
・
繁
田
か
つ
子

高
橋
明
子

〔
再
講
習
者
　
　
　
　
　
　
４
名
〕　

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

連
絡
会

３
名

▽
一
般
受
講
者

１
名

藤
原
慶
司

家
族
の
命
が
救
え
る

市
民
救
命
士
講
習
会

私
た
ち
は
、
暮
ら
し
に
便
利
さ

や
快
適
さ
を
求
め
て
家
庭
に
い
ろ

い
ろ
な
機
器
を
備
え
て
い
ま
す
。

特
に
今
か
ら
の
季
節
は
、
暖
房

機
器
が
生
活
必
需
品
で
す
。

し
か
し
、
暖
房
機
器
は
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
や
取
り
扱
い
方
の

ま
ち
が
い
に
よ
り
、
や
け
ど
を
し

た
り
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

注
意
事
項
を
守
り
、
正
し
く
取

り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

石
油
ス
ト
ー
ブ

・
使
用
す
る
前
に
は
必
ず
整
備
点

検
を
す
る
。

・
ふ
す
ま
や
カ
ー
テ
ン
、
障
子
な

ど
燃
え
や
す
い
も
の
の
そ
ば
で

は
使
わ
な
い
。

・
火
を
つ
け
た
ま
ま
の
給
油
や
持

ち
運
び
は
し
な
い
。

・
乾
燥
機
が
わ
り
に
使
わ
な
い
。

い　い　
も　も　
ほ　ほ　
り　り　
＆　＆　
バ　バ　
ー　ー　
ベ　ベ　
キ　キ　
ュ　ュ　
ーー

愛　
の　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア

暖
房
機
器
の

防
火
対
策

迷
っ
た
地
下
街
　
や
っ
と
出
た
地
上
の
迷
い

真
実
は
深
い
た
め
息
何
を
や
っ
て
も
駄
目
と
い
う

時
間
の
死
角
で
戦
記
物
読
ん
で
い
る

感
情
線
伸
び
た
あ
た
り
に
風
の
欠
片

花
束
　
花
言
葉
の
大
方
は
偽
り
で
す

昼
の
街
が
夜
景
に
変
わ
る
と
病
室
の
夜
に
従
う

も
う
ゆ
っ
く
り
で
エ
エ
ヤ
ン
カ
　
下
駄
箱
で
靴
が

忘
却
と
言
う
遠
い
日
の
糸
電
話

佐
治
　
　
靖

山
本
　
二
昭

い
し
だ
　
實

岡
　
　
夕
花

北
村
　
栄
一

荻
野
　
　
享

辻
　
　
美
沙

井
塚
　
理
人



Town Topics Town Topics Town Topics

　10月20日（土）健康福祉会館で、「IT で生活が変わる、教育が変わる」

～ｅ ライフ・ｅ 学校へのチャレンジ～をテーマに高度情報化シンポジウムを開催

。

作家の玉岡かおるさんによる基調講演「インターネット時代の「女紋」」

や兵庫大学経済情報学部教授根本敏行氏をナビゲーターに迎えての「IT による新

たなライフスタイルと学校の創造」についてのトークセッション等をとおして加

ボランティアで病院器具等の清掃

　11月1日（木）加西病院で、民生委員のOBの方々でつ

くる福友会（永田豊彦会長）を中心にボランティアの方々

13名による、

病院器具等の

清掃が行われ

ました。

「気軽に参加

できるボラン

ティアの輪を

もっと広げて

いきたい。」

と永田会長。

雨の中、ちびっこ力士が熱戦

　10月21日（日）寿公園（横尾）で、加西商工会議所青年部（高見義

人会長）が子供相撲大会を開催。市川高校相撲部員による模範演技に続

いて、5・6年生毎に団体戦・個人戦が行われ熱戦の連続に、大きな声援

が飛び交いました。優勝者・団体は次の通り。

団体：5年生の部　北条東Ｂ

　　　6年生の部　北条Ａ

個人：5年生の部

　　　　森脇健之（北条東）

　　　6年生の部

　　　　仲井秀憲（北条）

宮崎さんら5名に技能顕功賞・功労賞

　加西市では、優れた技能で社会に貢献してきた方や、永年にわたって一つの

仕事に取り組み地域産業の振興に寄与された方を称え、「加西市技能顕功賞・

功労賞」を表彰しています。今年の受賞者は次のとおりです。（敬称略）

Town TopicsTown TopicsTown Topics
タウントピックスタウントピックス
まちの話題

タウントピックス…………………………まちの話題

実戦で勝負！

加西市体育大会各種目の優勝者
　　　　　　
第2回市民バウンドテニス大会
団体・ダブルス戦　
1部　フレンズＡ　
2部　スポーツクラブ21賀茂
ラリー戦　フレンズ１
第27回市民剣道大会
個人戦
小学1・2年　大久保郁也（社スポーツ少年団）
小学3・4年男子　大久保健吾（社スポーツ少年団）
小学3・4年女子　佐伯晏奈（北条少年剣修会）
小学5・6年男子　高原教旗（北条少年剣修会）
小学5・6年女子　後藤清枝（北条少年剣修会）
中学1年男子　佐伯拓磨（善防中）
中学1年女子　鈴木綾夏（泉中）
中学2・3年男子　小林　顕（加西中）
中学2・3年女子　西脇由香利（北条中）
団体戦
小学生　北条少年剣修会
中学生男子　加西中Ａ
中学生女子　泉中学Ａ
第32回親善サッカー大会
一般　オリエンテ
女子　九会
第30回市長旗争奪野球大会
遊倶楽部
第23回市長杯少年野球大会
下里少年野球クラブ

　古川卓美公平委員会委員長（網引・76歳・写真左）が

、永年の功労により公平委員会制度50周年を記念して、

総務大臣表彰を受賞されました。

　古川委員長は、平成2年、加西市公平委員就任当初から

現在に至るまで11年間にわたり委員長を務められる中、

平成7年度には兵庫県公平委員会連合会の会長を務められ

るなど、市職員の

勤務条件の適正化

等を図ることを目

的とする公平制度

の円滑な運営に努

められています。

古川公平委員会委員長が総務大臣表彰を受賞

芸術の秋を満喫

加西市文芸展

特選以上の入賞者は次の皆さんです。（敬称略）

一般の部

★★俳句の部

▽推薦（市長賞）・能瀬みよ子（上野）▽特選・西村和代（別府東）

・板井ちさ代（網引）・玉田幸代（玉野）

★★短歌の部

▽推薦（市長賞）・岡室千佳子（宮前）▽特選・林　昌一（篠山市）

・大路敬子（稲美町）・為平フミ子（広原）

★★川柳の部

▽推薦（市長賞）・古角尋子（西横田）▽特選・神戸えつ子（桑原田）

・泉　佳恵（神戸市）・板井ちさ代（網引）

ジュニアの部

★★俳句の部

▽特選・後藤弘季（富田小4）・増田一輝（富田小6）

・東郷真弥（善防中3）・西村　梓（善防中3）

★★短歌の部

▽特選・垣内郁哉（北条小6）・藤原宏成（賀茂小6）

・村田尚美（賀茂小6）

囲碁大会

★★Ａ 級（4段以上）▽優勝・藤原　勝（西脇市）

★★Ｂ 級（初段以上3段まで）▽優勝・長谷川　明（加古川市）

★★Ｃ 級（1 級以下）▽優勝・藤原　淳治（東条町）

今年もコスモスが満開

　山下中町農会（山下良雄農会長）による転作田

を利用してのコスモス畑（約2ha）が今年も美し

い花を咲かせました。みなさん、ご覧になりまし

秋の叙勲
永年の功績をたたえて 　平成13年秋の叙勲が11月3日（文化の日）

に発表され、加西市からは地方自治、消防の分

野で功績のあった2名が受章されました。

　11月7日（水）加西球場駐車場で、加西市防火協会（植田茂夫会長）

による自衛消防実戦競技大会に、26の協会加入事業所等から99名が参加。

日頃の訓練の成果を競いました。

高度情報化シンポジウムを開催

勲四等旭日小綬章
元県知事公室長

河原　三郎さん（畑・72歳）

坂井時忠元知事から貝原俊民前知事へのバトンタッチの時期

に知事公室次長兼秘書課長。その後は公室次長、公室長を歴任。

「一生懸命やってきましたが、ただそれだけです。こういう

章をもらうのは申し訳ない。」と河原さん。これからは、都市

的な面と農村的な面が普通に共生している理想的な田園都市

加西市で、野菜作りなど余暇を楽しみたいとのことです。

勲六等瑞宝章
元加西市消防団長

吉田　正行さん（上道山・61歳）

　昭和37年に泉町消防団に入団、加西市消防団第12分団長、

消防団副団長を経て平成6年に団長に。通算では約32年間も

消防団活動に携ってこられました。「みんなに助けていただ

きながら、今日までやってこれました。消防団に育てられた

ようなものです。今後は自分の周りから、和を広めて、安心

で穏やかな社会作りに貢献したい。」と吉田さん。

☆技能顕功賞

宮崎　次郎（宮崎工務店）建築大工

高瀬　　巌（高瀬畳店）畳工

菅野　松郎（三洋ハイテクノロジー㈱

ME事業部）機械技能士

☆技能功労賞

安富　幸雄（安富建具製作所）木製建

具製造業

玉田　博止（玉田板金）建築板金職

優勝チーム

消火器競技の部

チヨダコンテナー（株）B

屋内消火栓競技の部

市立加西病院B

屋外消火栓競技の部

（株）コタニ

　第35回加西市文化祭が市民会館を中心に

行われています。芸術のかおり高い各催し、

みなさんはいくつ体験されましたか。

（敬称略）
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詩人、安水稔和さんは「なまなましいや

さしさ。おもいがけない気力。人間としての

美しさと尊厳」が、悲しくて過酷な震災の

まっただなかで表に出てきていた。それは、

「私のなかにも確かにあったのだが、いつか

隠れてしまっていたもの」と述べられていま

す。

この「私のなかにあるのだが、いつしか

隠れてしまっていたもの」が震災からの復興

のなかで、兵庫のボランティア活動を支え、

大きく発展させたと言えないでしょうか。

「今こそ、人を生かすことで自分を生かし、

自分を生かすことで人を生かす世界が求め

られている。」と思います。

そのことを身をもって知った兵庫県からの

発信であったからこそ、日本を動かし、世界

を動かし、ボランティア国際年の制定を促し

たと言えるのではないでしょうか。

今、世界は大きく変わろうとしています。

「自分のために生きることが素晴らしい」

という考え方は、「自分のために生きること

も素晴らしいが、他人のために生きること

はもっと素晴らしい」ということを身をもっ

て体験しましょう。

「ボランティア国際年」を契機として

昭
和
57
年
度
及
び
60
年
度
に
実

施
し
た
賀
下
地
区
ほ
場
整
備
事
業

に
伴
う
発
掘
調
査
で
は
、
二
つ
の

遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
村
遺
跡
は
、
下
里
川
下
流
域

で
初
め
て
確
認
し
た
弥
生
時
代
中

期
頃
（
約
二
千
年
前
）
の
集
落
遺

跡
で
す
。
下
里
川
お
よ
び
賀
茂
川

に
よ
り
拓ひ

ら

け
た
流
域
で
は
本
遺
跡

よ
り
古
い
同
時
代
の
遺
跡
を
確
認

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
弥

生
集
落
を
拠
点
集
落
と
し
て
付
近

の
開
発
が
進
行
し
た
と
思
わ
れ
ま

す
。郡

長
遺
跡
は
、
古
墳

時
代
後
期
頃
（
約
千
四

百
年
前
）
の
掘
立
柱
建

物
が
見
つ
か
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
建
物
は
、

周
辺
遺
跡
の
中
で
も
有

数
の
規
模
を
誇
る
建
物

103

大
村
遺
跡
…
大
村
町
・
郡
長

ぐ
ん
ち
ょ
う

遺
跡
…
両
月
町

大
規
模
な
掘
立
柱
建
物
群

ほ
っ
た
て
ば
し
ら
た
て
も
の
ぐ
ん

下
里
川
中
流
域
の
拠
点
的
集
落
跡　
？

位置図
1. 大村遺跡　2. 郡長遺跡
3. 大村古墳

″　

″　の　

挨
拶　
で　
始　
ま　
る　
英
語
学

習
。　
表
情
豊　
か　
な　
マ　
イ　
ケ　
ル　・　
ア　
ダ　
ム　・　

ウ　
イ　
ッ　
プ　
ル　
さ　
ん　（
米
国
生　
ま　
れ　
28
歳
）　

と　
一
緒　
に　

に　
い　
る　
だ　

け　
で　
、　
子　
ど　
も　
た　
ち　
の　
間　
に　
楽　
し　
い　

雰
囲
気　
が　
生　
ま　
れ　
ま　
す
。　

日
吉
小
学
校　
で　
は　
、　
今
年
度　
よ　
り

全
校
生　
に　
対　
し　
、　
毎
週　
１　
回
、　
１　
コ　

マ　
20
分
間　
の　
英
語
指
導　
を　
始　
め　
ま　
し　

た　
。　
小
学
校　
で　
の　
取　
り
組　
み　
は　
珍　
し　

く
、　
本
校
も　
手
探　

り　
の　
状
態　
で　
す　
が　
、　

子　
ど　
も　
た　
ち　
か　
ら　

の　
手
応
え　
は　
十
分　

で　
す
。　

「
先
生
大
変　
で　
す
。　

娘　
が　
英
語　
を　
し　
ゃ　
べ　

り　
ま　
し　
た　
。　
片
仮

名　
の　
『　
イ　
ン　
グ　
リ　
ッ　

シ　
ュ　
』　
を　
知　
ら　
な　
い　

う
ち　
に　
『

』　

を　
体
験　
で　
き　
る　
こ　
と　

は　
、　
と　
て　
も　
意
味　
の　

あ　
る　
こ　
と　
だ　
と　
思　
い　

ま　
す
。」　

こ　
ん　
な　
便　
り　
が　
１　
年
生　
の　
保
護
者　

か　
ら　
寄　
せ　
ら　
れ　
ま　
し　
た　
。　
保
護
者　
の　

反
応
も　
小　
さ　
く
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

″　

″　の　
歌　
を　
歌　
い　
な　
が　
ら　
体　
の　
部
位　

を　
お　
さ　
え　
る　
学
習　
を　
し　
ま　
し　
た　
。　
子　

ど　
も　
た　
ち　
は　
、　
に　
こ　
に　
こ　
し　
な　
が　
ら　

歌　
い　
、　
踊　
り
、　
ア　
ダ　
ム　
先
生　
の　
言
葉　
や　

身
振　
り
手
振　
り　
に　
大
き　
く
反
応　
し　

ま　
す
。　

高
学
年　
に　
な　
る　
に　
つ　
れ　
、　
発
音　
を　

楽　
し　
む　
だ　
け　
で　
な　
く
、　
内
容　
や　
意
味　

に　
も　
関
心　
が　
向　
い　
て　
き　
て　
い　
る　
よ　
う　
で　

す
。　
ま　
た　
、　
自
分　
か　
ら　
質
問　
を　
す　
る　

子
も　
出　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　

ど　
ん　
な　
簡
単　
な　
言
葉　
で　
も　
、　
英
語　

で　
相
手　
に　
話　
し　
か　
け　
る　
と　
、　
ア　
イ　
コ　
ン　

タ　
ク　
ト　
と　
と　
も　
に　
英
語　
が　
返　
っ　
て　
き　
ま　

す
。　
英
語
学
習　
は　
、　
心　
ふ　
る　
わ　
せ　
る　

コ　
ミ　
ュ　
ニ　
ケ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
体
験　
の　
場　
な　
の　
で　

す
。　児

童
期　
は　
、　
好
奇
心　
や　
想
像
力　
が　

旺
盛　
で　
、　
英
語　
の　
リ　

ズ　
ム　
や　
イ　
ン　
ト　
ネ　
ー　
シ　

ョ　
ン　
そ　
し　
て　
身
振　
り　

な　
ど　
を　
抵
抗　
な　
く
模

倣　
し　
て　
い　
き　
ま　
す
。　

ネ　
イ　
テ　
ィ　
ブ　
な　
英
語　

の　
発
音　
を　
聞　
い　
た　

り
、　
話　
し　
た　
り
、　
歌　

を　
歌　
っ　
た　
り
、　
ゲ　
ー　

ム　
を　
し　
た　
り　
・　…
、　
こ　

の　
よ　
う
な　
体
験　
を　
通　

し　
て　
子　
ど　
も　
た　
ち　

は　
、　
英
語　
に　
興
味　
を　

持　
ち　
英
語　
が　
好
き　
に　

な　
り
、　
英
語　
は　
お　
も　
し　
ろ　
い　
!

と　
い　

う
思　
い　
を　
抱　
い　
て　
い　
く　
の　
で　
す
。　

緊
張　
せ　
ず
、　
さ　
り　
げ　
な　
く
外
国　
の　

人　
と　
話　
を　
し　
、　
外
国　
の　
生
活　
や　
文
化　

を　
楽　
し　
く
学　
ん　
で　
、　
国
際
感
覚
豊　
か　

な　
日
吉　
っ　
子　
に　
育　
て　
た　
い　
と　
考
え　
て　
い　

ま　
す
。　

″　

″　ア　
ダ　
ム　
先
生
と　
笑
顔　
で　

ハ　
イ　
タ　
ッ　
チ　
を　
交　
わ　
し　
な　
が　
ら

を
出　
て　
行
く
子
ど　

も　
た　
ち　
は　
、　
次
週　
の　
英
語
学
習　
を　
心

待　
ち　
に　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

楽
し
く
学　
ぼ
う　
英
語
学
習

加加
西西
市市
立立
日日
吉吉
小小
学学
校校

郡長遺跡の建物跡

http://www.kasai-hyg.ed.jp/  加西市教育委員会　http://www.hyogo-c.ed.jp/̃hojohigashi-es/  北条東小学校

群
で
あ
り
、
当
時
の
拠
点
的
な
集

落
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
二
遺
跡
の
調
査
結
果

は
、
ど
ち
ら
も
地
域
史
解
明
へ
の

大
き
な
資
料
と
な
り
ま
し
た
。
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①　
タ　
バ　
コ　
を　
吸　
っ　
て　
い　
る　
人　
は　
、　
即
刻　
や　
め　
ま　
し　

ょ　
う
。　
タ　
バ　
コ　
の　
煙　
の　
中　
に　
は　
何
十　
と　
い　
う
発　

が　
ん　
物
質　
が　
含　
ま　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　

②
植
物
性　
の　
食
品　
を　
中
心　
に　
、　
多
様　
な　
食
物　

を　
バ　
ラ　
ン　
ス　
よ　
く
食　
べ　
ま　
し　
ょ　
う
。　
多
種
類　
の　
野

菜
・
果
物　
を　
１
日　
４　
０　
０　
〜　
８　
０　
０　
ｇ
食　
べ　
る　

こ　
と　
が　
、　
多　
く　
の　
が　
ん　
を　
予
防　
し　
ま　
す
。　

③
適
度　
な　
運
動　
を　
続　
け
、　
標
準
体
重　
に　
近　
づ　

け　
ま　
し　
ょ　
う
。　

④
減
塩　
に　
心　
が　
け　
ま　
し　
ょ　
う
。　
日
本
人　
に　
胃　

が　
ん　
が　
多　
い　
の　
は　
、　
塩
分　
の　
取　
り
過　
ぎ　
に　
よ　
る　

も　
の　
で　
す
。　

⑤
肉
類　
は　
１　
日　
80  
ｇ
以
下　
と　
し　
、　
動
物
性
脂

肪　
の　
多　
い　
食
品　
を　
控
え　
ま　
し　
ょ　
う
。　
食
生
活　
の　

欧
米
化　
と　
と　
も　
に　
大
腸　
が　
ん　
と　
乳　
が　
ん　
が　
急

激　
に　
増
え　
て　
い　
ま　
す
。　

⑥
飲
酒　
は　
適
量　
を　
守　
り　
ま　
し　
ょ　
う
。　

み　
な　
さ　
ん　
に　
と　
っ　
て　
、　「　
が　
ん　
」　
は　
ど　
ん　
な　
病

気　
で　
し　
ょ　
う
か　
？　
死　
に　
至　
る　
怖　
い　
病
気
、　
大
事　

な　
肉
親　
を　
奪　
っ　
た　
憎　
む　
べ　
き　
病
気
、　
考
え　
た　
く

も　
な　
い　
病
気
…
…
。　

で　
も　
今　
や　
「　
が　
ん　
」　
は　
日
本
人　
の　
死
因　
の　
ト　

ッ　
プ　
で　
あ　
り
、　
日
本
人　
の　
３　
人　
に　
１　
人　
は　
「　
が　

ん　
」　
で　
死　
ぬ　
時
代　
で　
す
。　
年
齢　
と　
と　
も　
に　
が　
ん　

の　
危
険
性　
が　
増　
し　
ま　
す　
が　
、　
日
常　
の　
ラ　
イ　
フ　
ス　

タ　
イ　
ル　
が　
深　
く
関
与　
し　
て　
い　
ま　
す
。　
こ　
れ　
ま　
で　

の　
研
究　
で　
、　
が　
ん　
の　
原
因　
の　
35  
％　
は　
不
適
切　
な　

食
事
、　
30
％　
は　
タ　
バ　
コ　
と　
い　
わ　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　
み　

な　
さ　
ん　
が　
よ　
く
心
配　
さ　
れ　
る　
食
品
添
加
物　
や　

農
薬
、　
公
害　
の　
関
与　
は　
わ　
ず　
か　
で　
す
。　

し　
た　
が　
っ　
て　
、　
日
常　
の　
食
事　
の　
注
意　
と　
禁
煙　

で　
が　
ん　
の　
３
分　
の　
２
は　
予
防　
で　
き　
る　
こ　
と　
に　
な　

り　
ま　
す
。　
以
下　
に　
具
体
的　
な　
が　
ん　
予
防
法　
を　

提
案　
し　
ま　
す
。　

月 の

わ

が

家

の

健

康

メ

ニ

ュ

ー

今

以
上　
の　
よ　
う　
に　
、　
塩
分
制
限
以
外　

は　
旧
来　
の　
日
本
型　
の　
食
生
活　
が　
理
想

的　
と　
い　
え　
ま　
す
。　
ま　
た　
、　
栄
養
補
助

食
品　
に　
よ　
る　
が　
ん　
予
防
効
果　
は　
証
明　

さ　
れ　
て　
お　
ら　
ず
、　
様
々　
な　
食
物　
か　
ら　

適
量　
の　
ビ　
タ　
ミ　
ン　
と　
繊
維
質　
の　
も　
の　
を　

多　
く　
と　
る　
こ　
と　
が　
重
要　
で　
す
。　

最
後　
に　
、　「　
が　
ん　
＝　
死　
に　
至　
る　
病
」　

で　
は　
な　
い　
こ　
と　
を　
強
調　
し　
て　
お　
き　
ま　

す
。　
実
際
、　
が　
ん　
患
者　
の　
約　
40
％　
は　

治　
っ　
て　
い　
ま　
す
。　
特　
に　
乳　
が　
ん　
、　
子
宮　

が　
ん　
、　
大
腸　
が　
ん　
、　
胃　
が　
ん　
な　
ど　
は　

早
期
発
見　
が　
可
能　
で　
治　
り　
や　
す　
い　
が　

ん　
で　
す
。　
一
般　
に　
自
覚
症
状　
が　
で　
て　

か　
ら　
で　
は　
遅　
い　
こ　
と　
が　
多　
く
、　
症
状　
の　

な　
い　
段
階　
で　
定
期
的　
に　
町　
ぐ　
る　
み　
健

診　
や　
人
間　
ド　
ッ　
ク　
を　
受　
け　
る　
こ　
と　
が　

必
要　
で　
す
。　
万　
が　
一　
「
要
精
査
」　
と　

判
定　
さ　
れ　
た　
場
合
、　
早
期
発
見　
の　
チ　

ャ　
ン　
ス　
で　
す
。　
無
視　
し　
た　
り
心
配　
し　

す　
ぎ　
た　
り　
せ　
ず　
に　
、　
早　
め　
に　
病
院　
で　

受
診　
し　
て　
精
密
検
査　
を　
受　
け　
て　
下　
さ　

い　
。

赤ちゃんの口の中を見る習慣をつ

けましょう。①機嫌の良い時（眠くな

い時）に②授乳後ガーゼや綿棒で

拭いたり、歯ブラシを軽く歯に当てる

程度に磨く④歯磨き粉は使わずに。

1日1回でもきれいに磨いたツルツル

の歯には、汚れも付きにくくなります。

（加西市歯科衛生士会）

赤ちゃんの歯の手入れはどうするの？

保健婦は、育児全般に関する相談

を行っています。ある日、Ｉさんか

ら次のような電話がありました。電

話がつながるやいなや、「赤ちゃん

が寝てくれない」「ミルクを飲まな

い」と、日々に起こりうる赤ちゃん

の変化や疑問を次々と話され、これ

らの疑問に答えても話は続きます。

本当に相談や話したいことはどうや

ら別にあるようですが、話すことを

ためらっておられたようです。保健

婦とある程度話をした後、「子ども

がかわいいと思えない」「話相手が

いなくて寂しい」などと、少しずつ

自分の気持ちを話し始められまし

た。

Ｉさんは結婚後加西に転入し、核

家族で身近に相談する人もなく、か

わいいけれど意思疎通のできない赤

ちゃんと二人きりで過す日中が不安

だと話され、疲れているようでした。

保健婦は夫に協力を求めたり、外に

出て近所の方と話す関係づくりをし

てみるようアドバイスしました。そ

の後、Ｉさんは何度か電話相談を利

用したり、夫の協力や近所の先輩お

母さんのアドバイスを受けて育児の

不安を乗り越えていかれました。

健康長寿課では育児について電話

相談、健診会場や訪問での相談の他、

健康長寿課内に「すくすく子育て相

談窓口」を開設しています。育児に

迷った時、困った時には、お気軽に

市役所2階の健康長寿課（電話4 2 -８

７２３）までご相談ください。

ママ、一人で悩まないで!

〈作り方（2人分）〉

①さば（２切・1 20ｇ）は軽く塩をふりしばらくおいて水気
をふき、網かグリルで両面を焼く。

②しめじ（1 /2パック）は石づきを除いてほぐす。ねぎ
はせん切りにし、みつば（少々）３～４cm長に切る。

③大根（40ｇ）は皮をむいてすりおろす。赤とうがらし
（適宜）は種を除いてごく細かく刻み、大根おろしと
混ぜてもみじおろしにする。

④器に①としめじを入れ、蒸気の立った蒸し器で、強
火で約4分蒸す。（だし1 /2カップ、酒小さじ１、薄口
しょうゆ小さじ２）をかけてねぎ、みつばをのせ、更
に１分蒸して③のもみじおろしを添える。

い　
ず　
み　
会
会
員
（
大
村
）

衣
笠
　
富
子
さ
ん

「病院だより」のバックナンバーは、加西病院のホームページ
http://www.hospital.kasai.hyogo.jp でご覧になれます。

「
が　
ん　
」　
っ　
て　

ど　
ん　
な　
病
気　
？

〈シェフから一言〉

ちょっと変わった料理方法でさ
ばも格上げ! 焼く事、もみじお
ろし、ねぎ、みつば等で減塩
でも美味しく食べられます。

市立加西病院

内科部長

北嶋　直人
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北
播
磨
県
民
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
県
政
の
施
策
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
困
っ
た
時
の
相

談
窓
口
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
北
播

磨
地
域
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
、
暮
ら

し
に
役
立
つ
様
々
な
情
報
を
手
軽

に
入
手
で
き
ま
す
。

ま
た
、
北
播
磨
県
民
局
で
は
、

県
政
か
ら
日
常
生
活
ま
で
幅
広
い

相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
（
通
話
料
無
料
）
に
よ

る
相
談
窓
口
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

北
播
磨
県
民
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
相
談
窓
口

０
１
２
０
│
61
│
７
８
３
０

高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校
等
に
入
学
、
在
学
す
る
生

国　
の　
教
育　
ロ　
ー　
ン

北
播
磨
県
民
局　
か　
ら　
の　
お　
知　
ら　
せ

ホ　
ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ　
と　
フ　
リ　
ー　

ダ　
イ　
ヤ　
ル　
相
談
窓
口　
を　
設
置

徒
の
保
護
者
の
方
は
、
国
民
生
活

金
融
公
庫
の
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

融
資
額

学
生
・
生
徒
１
人
に
つ

き
２
０
０
万
円
以
内

利
　
率

年
１
・
７
％

融
資
期
間

10
年
以
内
（
交
通
遺

児
家
庭
ま
た
は
母
子
家
庭
の
方
は

１
年
以
内
の
延
長
が
可
能
）

据
置
期
間

在
学
期
間
内
で
元
金

の
据
置
が
で
き
ま
す
。

返
済
方
法

毎
月
元
利
均
等
返
済

（
ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
返
済
・
ス
テ
ッ

プ
返
済
可
）

保
　
証

（財）
教
育
資
金
融
資
保
証

基
金
ま
た
は
保
証
人
（
１
名
以
上
）

問
合
先

国
民
生
活
金
融
公
庫
姫
路
支

店　
（
電
話
０
７
９
２
│
25
│
０
５
７
１
）

イ　
ン　
フ　
ル　
エ　
ン　
ザ　
予
防
接
種　
を　
希
望　

さ　
れ　
る　
高
齢
者　
に　
助
成　
を　
行　
い　
ま　
す
。

対
象
者

○
満
65
歳
以
上
の
加
西
市
民

○
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
加
西

市
民
で
心
臓
、
じ
ん
臓
、
も
し
く

は
呼
吸
器
の
機
能
又
は
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

能
に
障
害
を
有
す
る
者
と
し
て
厚

生
労
働
省
令
に
定
め
る
方

高
齢
者　
イ　
ン　
フ　
ル　
エ　
ン　
ザ　

予
防
接
種

期
　
間

11
月
21
日
か
ら
平
成
14

年
１
月
31
日

料
　
金

３
０
０
円

医
療
機
関

市
内
医
療
機
関
ま
た

は
北
播
磨
地
域
内
の
指
定
医
療
機

関
（
要
事
前
問
合
せ
）

※
各
種
保
険
証
な
ど
接
種
対
象
条

件
等
を
証
明
す
る
物
を
持
参
。

問
合
先

健
康
長
寿
課

（
電
話
42
│
８
７
２
３
）

日
　
時

平
成
13
年
11
月
25
日

（日）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
　
所

加
西
市
農
協

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

料
　
金

廃
ビ
ニ
ー
ル
50
円
／
kg

不
要
農
薬
３
５
０
円
／
kg

当
日
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
、
農
協
営
農
生
産
課

（
電
話
47
│
１
２
８
２
）
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
　
時

12
月
２
日

（日）

９
時
〜
12
時

場
　
所

南
部
公
民
館

対
　
象

子
ど
も
会
会
員
と
そ
の

凧
づ
く
り
講
習
会

廃　
ビ　
ニ　
ー　
ル
・

不
要
農
薬　
の　
回
収

保
護
者

講
　
師

日
本
玩
具
博
物
館
長

井
上
重
義
氏

費
　
用

５
０
０
円

持
参
品

は
さ
み
、
ボ
ン
ド
、
も

の
さ
し
、
筆
記
用
具
、
座
布
団
か

敷
物
、
新
聞
紙
（
５
〜
６
枚
）、
マ

ジ
ッ
ク
（
太
い
も
の
を
何
本
か
）

申
込
方
法

11
月
22
日

（木）
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
①
住
所
②
児
童
氏

名
③
学
校
名
④
学
年
⑤
電
話
番
号

⑥
保
護
者
氏
名
を
記
入
し
、
〒
６

７
５
│
２
３
９
５
加
西
市
教
育
委
員

会
内
　
子
ど
も
会
事
務
局
（
電
話

42
│
８
７
７
５
）
ま
で
。

血
液　
は　
生
き　
た　
細
胞　
で　
あ　
り
、　
長　

い　
期
間
保
存　
す　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
せ　

ん　
。　
輸
血　
に　
必
要　
な　
血
液　
を　
い　
つ　
で　
も　

十
分　
に　
確
保　
し　
て　
お　
く　
た　
め　
に　
献
血　

に　
ご　
協
力　
を　
お　
願　
い　
し　
ま　
す
。　

献
血
実
施
日
程

日
　
時

12
月
５
日

（水）
10
時
〜
11

時
30
分
・
12
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　
所

ジ
ャ
ス
コ
加
西
店

主
　
催

加
西
北
条
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ

問
合
先

健
康
長
寿
課

（
電
話
42
│
８
７
２
３
）

献
血
に
ご
協
力
を
!

「簡単な市場調査で1日3万円」というチラシを見て

出向いた。サラ金業者の審査がどのように行われている

か調査したいので、複数のサラ金業者から自分名義でお

金を借りてくるように言われた。4社から1 7 0万円借り、

手数料として16万円もらったが請求がこないか不安。

このようにアルバイトの目的を調査のためなどともっ

ともらしく説明し、サラ金業者への返済は必要ないとい

って借金させる事例が増えています。

多額の報酬につられがちですが、本業サラ金からお金

を借りれば借りた本人が返済することはあたりまえなの

で、決して自分名義で借金しないことです。

また、友人を紹介すると紹介料がもらえると誘われる

ケースもあるようですが、被害者がトラブルの拡大に加

担したことになりますので注意しましょう。

■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時

～午後4時、市役所2階電話42-8739）

消費生活相談Q&A 金を借りるアルバイトに注意!

ハナサク

Ｑ

Ａ

再生修理会
日　時 12月３日（月）

場　所 ＪＡかさいし西在田支店

（受付：午前９時～11時）

場　所 ＪＡかさいし在田支店

（受付：午後１時～３時）
対　象 包丁、ハサミ、靴、洋傘等

問合先 くらしと生活を守る会

事務局（電話42-８７３１）
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新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書

吉田松蔭 （童門冬二著）
満水子 （ 樹のぶ子著）
ジパングの艦

（吉岡道夫著）
五枚の金貨

（拓植久慶著）
リセット （北村　薫著）
レッドライト

（森村誠一著）
ひとでなし

（澤田ふじ子著）
涙 （乃南アサ著）
片想い （東野圭吾著）

天の刻 （小池真理子著）
姫椿 （浅田次郎著）
熊の敷石 （堀江敏幸著）
精霊流し

（さだまさし著）
はやぶさ新八御用旅

（平岩弓枝著）
世間様かくありき

（若合春侑著）
狂王ヘロデ

（曾野綾子著）
俥宿 （出久根達郎著）
花あらし（阿刀田　高著）

市市立立図図書書館館だだよよりり

休休 日日 のの おお 医医 者者 ささ んん

11月 18日（日） 三宅医院 （中野町・電話49-００６７）

23日（金） 天沼医院 （北条町・電話42-３６３６）

25日（日） 徳岡内科 （北条町・電話42-０１７８）

12月 2日（日） 佐竹医院 （北条町・電話42-４０５７）

9日（日） 坂部整形外科 （北条町・電話43-１４４４）

16日（日） あさじ医院 （若井町・電話44-０２２５）

※変更になることがありますので、お確かめください。

〔おはなし会〕12月8日（土）（午後2時から30分程度）

〔休館日〕月曜日・11月20日（火）・23日（金）

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）

12月４日（火）午前10時～午後３時　市民会館１階会議室

■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）

12月４日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）

毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）

11月15日（木）北部公民館

12月13日（木）農村環境改善センター・12月６日（木）健康福祉会館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時

■法律相談

11月22日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午

■市民相談 月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）

毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境対策室

■教育相談 月～金曜日午前８時30分～午後５時　教育研修所

相相 談談

わたしの夢
賀茂小学校６年

荒　瀬　明　菜さん

このコーナーに掲載を希望
される方は、写真とメッセー
ジを〒 6 7 5 - 2 3 9 5 加西市役所
秘書広報課まで（電話42-8701）

乳乳 幼幼 児児 健健 診診

■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診…毎月第4火曜日 （受付時間）

平成13年９月生れの乳児 11月27日（火） 午後１時～２時

《平成13年10月生れの乳児 12月25日（火）》

■4カ月児健診…毎月第1水曜日

平成13年７月生れの乳児 12月５日（水） 午後１時～２時

《平成13年８月生れの乳児 １月７日（月）》

■1歳6カ月児健康診査…毎月第2火曜日

平成12年６月生れの幼児 12月11日（火） 午後１時～２時

《平成12年７月生れの幼児 １月８日（火）》

■3歳児健康診査…毎月第3火曜日

平成10年10月生れの幼児 12月18日（火） 午後１時～２時

《平成10年11月生れの幼児 １月15日（火）》

■乳幼児保健相談…毎月第2水曜日

希望者 12月12日（水） 午後１時～２時

《１月９日（水）》

■離乳食講習会…毎月第2水曜日

希望者　３～５カ月児の保護者 12月12日（水） 午後１時～１時30分

エプロンをご持参下さい。 《２月17日（水）》

■妊婦教室と母子手帳の交付…毎月第3木曜日

12月20日（木） 午前９時～９時30分

《１月17日（木）》 講習は２時間程度

※印かん・筆記用具を持参ください。

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日にお越し下さい。

★健診、相談には、母子健康手帳をご持参下さい。

★問合先 健康長寿課（��８７２３）

鈴木　光
ひかる

くん（河内町）

9カ月

〈ママの一言〉

わんぱくな光君。大きく育

ってね。

パパ・美忠さん

ママ・千鶴さん

※ほんの一部です。

ほか
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あ
な
た
は
、
腰
痛
・
肩
こ
り
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
日
頃
の
姿

勢
を
見
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

ん
な
悩
み
も
改
善
さ
れ
る
と
し
た

ら
…
…
!

専
門
の
先
生
に
よ
る
お

話
、
そ
し
て
あ
な
た
の
姿
勢
チ
ェ

ッ
ク
も
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
　
時

12
月
９
日

（日）

午
後
２
時
〜

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

研
修
室
１

募
集
人
員

30
名
（
先
着
順
）

対
象
者

年
齢
･
性
別
不
問

参
加
費

無
料

持
ち
物

筆
記
用
具
・
バ　
ス　
タ　
オ　
ル

※
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
を

講
　
師

韋
　
建
廣
（
い
　
け
ん
こ
う
）
氏

応
募
方
法

11
月
20
日

（火）
よ
り
電

話
で
（

（土）
・

（日）
・

（祝）
を
除
く
９
時

〜
17
時
）

問
合
・
申
込
先

健
康
福
祉
会
館

総
務
課
（
電
話
42
│
６
７
０
０
）

腰
痛　
・　
肩　
こ　
り　
予
防
講
座

参
加
者
募
集
!

「
姿
勢　
と
健
康　
に　
つ　
い　
て　
」

書
代
、
制
服
代
な
ど
）

◎
修
学
資
金
…
授
業
料
・
通
学
費

・
寮
費
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て
必

要
な
費
用

◎
就
職
支
度
資
金
…
就
職
に
際
し

て
必
要
な
費
用

◎
修
業
資
金
…
児
童
が
、
就
職
す

る
た
め
に
必
要
な
知
識
技
能
を
習

得
す
る
費
用

（
※
自
動
車
免
許
取
得
に
つ
い
て

は
、
高
校
３
年
生
の
就
職
希
望
者

に
限
る
）

〈
貸
付
利
子
〉
無
利
子

貸
付
限
度
額
・
償
還
期
間
な
ど
、

詳
し
く
は
社
会
福
祉
課
女
性
児
童

係
（
電
話
42
│
８
７
２
６
）
ま
で
。

種
　
目

自
衛
隊
生
徒

（
中
学
卒
業
生
対
象
）

応
募
資
格

中
学
卒
業
見
込
〜
17

歳
未
満
の
男
子

受
　
付

平
成
14
年
１
月
４
日

（金）
ま
で

入
隊
・
入
校

平
成
14
年
３
月

待
遇
そ
の
他

修
学
年
限
４
年
（
高
卒
資
格
取

得
）
卒
業
時
３
等
陸
軍
空
曹
へ

問
合
先

青
野
原
募
集
事
務
所

（
電
話
０
７
９
４
│
66
│
７
９
５
９
）

自
衛
官
募
集

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

日
　
時

12
月
１
日

（土）

午
前
９
時
30
分
〜

場
　
所

西
在
田
小
学
校
体
育
館

演
　
題
「
子　
ど　
も　
の　
健
康　
と　
食
生
活
」

講
　
師

武
庫
川
女
子
大
学

教
授
　
飛
鳥
光
恵
氏

問
合
先

西
在
田
小
学
校

（
電
話
44
│
０
０
４
９
）

北
条
鉄
道
で
は
今
年
も
12
月
に

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
「
サ
ン

タ
列
車
」
を
運
行
し
ま
す
。

車
内
で
「
サ
ン
タ
」
に
扮
装
し

て
、
子
ど
も
た
ち
を
相
手
に
楽
し

く
、
思
い
出
に
残
る
「
サ
ン
タ
列

車
」
を
演
出
し
て
い
た
だ
く
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ン
タ
さ
ん
」
を
募

集
し
ま
す
。

期
　
間

12
月
11
日

（火）
〜

24
日

（月）
の
昼
間

申
込
先

北
条
鉄
道

（
電
話
42
│
０
０
３
６
）

※　
サ　
ン　
タ　
列
車　
の　
利
用　
を　
希
望　
さ　
れ　

る　
方　
は　
、　
各
種
団
体
、　
グ　
ル　
ー　
プ　
、　
ご　

家
族　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。

北
条
鉄
道
サ
ン
タ
列
車

ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
サ　
ン　
タ　
さ　
ん　

＆　
利
用
者
大
募
集

講
演
会　

『
子　
ど　
も　
の　
健
康　
と
食
生
活
』

加
西
東
産
業
団
地
（
常
吉
地
区
）

を
市
街
化
区
域
に
編
入
す
る
に
当

た
り
、
地
区
計
画
（
案
）
を
縦
覧

し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
地
区
計
画

に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
方
は
意
見

書
を
提
出
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間

11
月
15
日

（木）
〜

11
月
28
日

（水）

縦
覧
場
所

市
役
所
５
階都

市
計
画
課

意
見
書
の
提
出

本
案
に
意
見
の

あ
る
方
は
11
月
28
日

（水）
ま
で
に
意

見
書
の
提
出
を
。

問
合
先

都
市
計
画
課

（
電
話
42
│
８
７
５
３
）

母
子
家
庭
の
児
童
が
進
学
･
就

職
さ
れ
る
際
に
必
要
な
経
費
に
対

し
て
、
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

〈
貸
付
要
件
〉
保
証
人
１
名

（
同
居
の
方
は
不
可
）

〈
償
還
方
法
〉
口
座
振
替
払
に
よ

る
月
賦
償
還

〈
資
金
の
種
類
〉

◎
就
学
支
度
資
金
…
入
学
時
の
一

時
的
必
要
経
費
（
入
学
金
、
教
科

母
子
家
庭　
の　
み　
な　
さ　
ん　
へ

加
西
東
産
業
団
地　
（
常
吉
地
区
）　

地
区
計
画　
の　
案　
の　
縦
覧

犯犯罪罪捜捜査査ににごご協協力力をを!!
市民のみなさんが安心して暮らせるまちづくりの

ためにご協力をお願いします。

○指名手配被疑者の検挙にご協力を!
○「事件かな？」と思ったら迷わず110番を

○犯罪について知っていることは積極的に通報を!

○聞き込み捜査にご協力を!

○被害を受けたら必ず届け出を!

110番または42-0110番（加西警察署刑事課まで）

国民健康保険税・介護保険料（普通徴収）
第5期分・個人事業税第2期分の納期限は

1111月3300日（金）です。
納期内完納にご協力をお願いします。

★たばこは市内で買いましょう★
★ゴルフは市内のゴルフ場でプレイしましょう★
◆問合先 国民健康保険税・介護保険料は市役

所税務課（電話4 2 - 8 7 1 2）、個人事業税は社県
税事務所直税課（電話0795-42-9339）
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お く や み

小田　　勉 71 房　江 鴨　谷

中川　典洋 52 博　人 上野田

南　　秀一 76 秀　己 北

岩國　鈴子 71 保 栗　田

見　敏子 75 光　次 両　月

荒木　節男 72 晃 吉　野

村岡とし子 89 良　弘 殿　原

井上うめの 81 孝　作 国　正

上田みつこ 94 全　勝 山下西

遠藤　　晃 68 幸　男 馬渡谷

北条よしの 90 清　信 東剣坂

小林　貞治 100 隆　之 下若井
（市内男子最高齢者）

中安　峯子 86 征　洋 東剣坂

池田　陽治 23 和　人 古　坂

森井　　猛 83 和　喜 三　口

繁田のぶゑ 81 勤 青　野

常峰　茂治 83 均 小印南

長濱　敏明 54 寿賀子 古　坂

西村やすゑ 79 文　夫 青　野

橋　三郎 77 国　弘 西高室

前川　良一 74 康　好 網　引

小東　美代 80 信　良 別　所

山野　耕作 80 敏　明 谷　口

小林みつゑ 85 正　明 朝　妻

中川　　都 90 武　美 山下西

内藤　恒夫 58 竜　太 野　上

柴本　三郎 69 勝　見 下道山

西村　たつ 93 数　雄 朝　妻

玉田たけ子 53 義　昭 玉　野

柴田　敏松 88 繁　雄 常　吉

板井　ふさ 94 敏　行 網　引

岡　多可男 71 中村弘 鎮　岩

植田みよ子 82 俊　弘 池　上

森井　勝平 72 典　男 三　口

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（10月31日受付分まで・敬称略）

ま
し
て
は
、
本
年
か
ら
封
入
枚
数

を
一
律
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
　
時

12
月
５
日

（水）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
　
所

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

問
合
先

社
税
務
署

（
電
話
０
７
９
５
│
42
│
０
２
３
３
）

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証

の
更
新
時
期
が
来
ま
し
た
。
今
お

使
い
の
保
険
証
は
11
月
30
日
ま
で

と
な
り
ま
す
。
11
月
末
に
新
し
い

保
険
証
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
度
よ
り
経
費
削
減
の
た

め
、
古
い
保
険
証
の
処
分
を
各
自

で
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

保
険
税
を
未
納
の
方
に
つ
い
て

は
、
保
険
証
の
更
新
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先

保
険
課
国
保
医
療
係

（
電
話
42
│
８
７
２
１
）

建
物
の
取
り
壊
し
が
あ
っ
た
場

合
は
、
電
話
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ

建
物
の
取
り
壊
し
は

届
け
出
を

12
月
１　
日　
か　
ら　

保
険
証　
が　
か　
わ　
り　
ま　
す

死亡者 年齢 喪主 町名

※市外で死亡届を提出された方で「お悔や
み」に掲載を希望される方は秘書広報課

（��8701）までご連絡ください。

年
末
調
整
の
留
意
事
項
や
給
与

支
払
報
告
書
、
法
定
調
書
の
記
載

方
法
等
の
説
明
を
行
い
ま
す
。
な

お
、
年
末
調
整
関
係
用
紙
に
つ
き

年
末
調
整
説
明
会

い
。
税
務
課
の
職
員
が
滅
失
の
確

認
に
伺
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
先

税
務
課
資
産
税
係

（
電
話
42
│
８
７
１
３
）

平
成
13
年
度
の
確
定
申
告
（
平

成
14
年
の
２
・
３
月
の
申
告
分
）

か
ら
黒
豆
、
ぶ
ど
う
、
い
ち
ご
、

酒
米
（
山
田
錦
）
等
の
特
殊
田
畑

作
物
を
作
ら
れ
て
い
る
方
は
、
従

来
の
特
殊
田
畑
の
所
得
標
準
が
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
出
荷
伝
票
、

領
収
書
な
ど
を
も
と
に
実
際
の
収

入
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て

所
得
を
算
出
す
る
収
支
計
算
に
よ

り
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
収
支

計
算
に
よ
る
申
告
方
法
等
の
説
明

農
業
所
得
収
支
計
算

説
明
会

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付

一般預託

○国正 山田　定雄 2万円

○八王子神社子供会 4万2275円

○匿名 3万円

指定預託

☆加西ボランティア協会へ

○田町 竹本　幸夫 1万5000円

○匿名（Ｙ・Ｙ） 2万円

○匿名 3万円

○匿名 3万円

供養預託

○桑原田 神戸　富雄 10万円

善意の花束

（受付順　敬称略）

最低賃金改正のお知らせ
☆地域別最低賃金�平成13年9月30日より

兵 庫 県 最 低 賃 金
日　額 時間額

最 低 賃 金 の 件 名 日　額 時間額

繊維工業、靴下製造業 5,848円 731円

塗 料 製 造 業 6,664円 833円

鉄 鋼 業 6,429円 802円

一般機械器具製造業 6,354円 792円

電気機械器具製造業 6,050円 756円

輸送用機械器具製造業 6,646円 827円

計量器・測定器・分析
機器・試験機・測量機
械器具製造業

6,080円 760円

5,389円 675円

☆産業別最低賃金�平成13年12月1日より

各 種 商 品 小 売 業 5,920円 739円

自 動 車 小 売 業 6,220円 777円

（注）業務・年齢等により産業別最低賃金の適用が除外され兵
庫県最低賃金が適用される場合があります。

※詳しくは、兵庫労働局労働基準部賃金課（�078-367-9154）まで。

を
行
い
ま
す
。

日
　
時

12
月
11
日

（火）

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
　
所

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

問
合
先

社
税
務
署

（
電
話
０
７
９
５
│
42
│
０
２
２
３
）



16■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

H13.11.1現在（前月比）
人　口／ 52,019（ー39） 世帯数／ 16,146（＋ 4）

男　／ 25,238（－ 7） 女　／ 26,781（－32）

93ふくよかな姿と香りのチ
ャの花

晩
秋　
の　
澄　
み　
切　
っ　
た　
空
気　
の　
中　

で　
、　
暖　
か　
い　
日
差　
し　
を　
浴　
び　
て　
、　

練　
り
絹
色　
の　
五
弁　
の　
花　
を　
下
向
き　

か　
げ　
ん　
に　
開
き　
ま　
す
。　
白　
い　
花　
び　

ら　
に　
囲　
ま　
れ　
た　
中
心
部
分　
に　
は　
鮮　

や　
か　
な　
黄
色　
の　
雄　
し　
べ　
が　
た　
く　
さ　

ん　
か　
た　
ま　
っ　
て　
い　
ま　
す
。

茶　
の　
花　
や　

白　
に　
も
黄　
に　
も

お　
ぼ　
つ　
か　
な
　
　
　
蕪
村

あ　
た　
り　
に　
は　
ほ　
の　
か　
な　
甘　
い　
香　
り　

が　
た　
だ　
よ　
い　
、　
鼻
腔　
を　
く　
す　
ぐ　
り　

ま
す
。　
ハ　
ナ　
ア　
ブ　
が
一
匹
･
二
匹

と　
花　
に　
訪　
れ　
、　
ほ　
の　
ぼ　
の　
と　
し　
た　

心　
の　
ぬ　
く
も　
り　
を　
感　
じ　
さ　
せ　
て　
く　

れ　
る　
の　
で　
す
。　

チ　
ャ　
は　
勿
論
、　
茶
葉　
を　
採　
る　
た　

め　
に　
栽
培　
さ　
れ　
る　
常
緑
低
木　
で　

す
。　原
産
地　
は　
中
国
雲
南
地
方　
で　
、　

唐
時
代　
（　
８　
世
紀
頃
）　
に　
日
本　
に　

伝
え　
ら　
れ　
た　
と　
言　
わ　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　

今　
で　
は　
西
日
本　
な　
ど　
暖　
か　
い　
地
方　

の　
産
地　
に　
野
生
化　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

加
西　
で　
も　
、　
人
里　
に　
近　
い　
山　
や　
竹

薮
土
手　
な　
ど　
に　
自
生　
が　
見　
ら　
れ　
ま　

す
。

KASAIデータバンク

ホームページ http://www.city.kasai.hyogo. jp

★日　時 平成14年1月5日（土）午後2時～

★場　所 市民会館　3階　小ホール

★演　目　　　　　　　　　 （出演者）

・子ほめ………………桂　歌々志

・はてなの茶碗………桂　　喜丸

・くっしゃみ講釈……林家　小染

・肝つぶし……………桂　　喜丸

★会　費 1,500円（当日2,000円）

★問合・チケット販売 桂喜丸加西後援会事務局

（電話42-0205）

国国産産牛牛肉肉はは安安心心ししてて食食べべらられれまますす 不審な郵便物を受けとったら…
次のような郵便物等を受け取ったら、開けずに

できるだけ動かさないようにしてください。

炭そ菌汚染のおそれがあるもの

・差出人の住所や氏名がないもの、または差出人

住所と一致しない消印の物

・集便物等の表面から白い粉等の遺物が漏れている物

・異臭があったり形状が異常な物

そして、

・ビニール手袋で透明のビニール袋などに入れ2

～3重に密封。

・空調を止め、その場を離れ、他人が立ち入らな

いようにする。

・警察に通報する。

牛海面状脳症（いわゆる狂牛病）に感染した牛

の肉等が、食用にも、牛の飼料用にも出回ることが

ない体制ができました。

狂牛病対策として、厚生労働省と農林水産省が

協力して、と畜場に出荷される牛を徹底的に検査

することにしました。その結果、安全と確認された

もの以外の牛は、食用としても飼料原料用として

も出回ることはなくなりました。

詳細については、厚生労働省及び農林水産省の

ホームページをご参照ください。

厚生労働省：http://www.mhlw.go.jp

農林水産省：http://www.maff.go.jp
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